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	製品名: シヌクレインαウサギモノクローナル抗体
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	応用
	抗原情報
	背景
	細胞局在：細胞質、膜、核、細胞接合、シナプス、分泌、細胞投射、軸索。ドーパミン作動性ニューロンでは膜結合型（PubMed:15282274）。ドーパミン作動性軸索終末、特に静脈瘤においてSEPTIN4と共局在し、発現する（相同性による）。α-シヌクレインは、β-シヌクレインおよびγ-シヌクレインを含むシヌクレインファミリーのメンバーである。シヌクレインは脳内に豊富に発現しており、α-シヌクレインおよびβ-シヌクレインはホスホリパーゼD2を選択的に阻害する。SNCAはシナプス前シグナル伝達と膜輸送を統合する役割を果たすと考えられる。SNCAの欠陥はパーキンソン病の病因に関連している。 SNCAペプチドは、アルツハイマー病患者の脳におけるアミロイドプラークの主要成分です。この遺伝子には、異なるアイソフォームをコードする選択的スプライシング転写産物が同定されています。[RefSeq提供、2016年2月]
	研究分野
	-
	画像データ
	

	Hela細胞ライセートを4～20% SDS-PAGEで分離し、膜をシヌクレインαウサギモノクローナル抗体（1:1000）でブロッティングした。抗体の検出にはHRP標識ヤギ抗ウサギIgG(H + L)抗体を用いた。

